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情報処理講座　ＩＴパスポートコース

情

報

処

理

　ＩＴパスポートは、ＩＴを利活用するすべての社会人・学生が備えて

おくべき、ＩＴに関する基礎的な知識が証明できる国家試験です。講座

では経営戦略、マーケティング、財務、法務など経営全般に関する知識

をはじめ、セキュリティ、ネットワークなどのＩＴの知識、プロジェク

トマネジメントの知識など幅広い分野の総合的知識を学びます。

回数 日　程 分　野 講義内容

１ ４/25（水） テクノロジ系① 情報科学の基礎理論

２ ５/２（水） テクノロジ系② コンピュータシステムの構成要素１

３ ５/９（水）
15：00～18：45

本試験申込手続き（15：00～16：00　Ｅ－407）

テクノロジ系③ コンピュータシステムの構成要素２

４ ５/16（水） テクノロジ系④ ソフトウェア

５ ５/23（水） テクノロジ系⑤ メディアとデータベース

６ ５/30（水） テクノロジ系⑥ ネットワーク

７ ６/６（水） テクノロジ系⑦ セキュリティ

８ ６/13（水） 実力テスト１回目 【テクノロジ系】

９ ６/20（水） 本試験問題演習 【テクノロジ系】

10 ６/27（水） ストラテジ系①
企業と法務

11 ７/４（水） ストラテジ系②

12 ７/11（水） ストラテジ系③ 経営戦略とシステム戦略

13 ７/18（水）
実力テスト２回目、本試験問題演習

【ストラテジ系】

14 ８/１（水）
11：00～17：30

Ｗ－414

マネジメント系① 開発技術

15 マネジメント系② プロジェクトマネジメントとサービスマネジメント

16 ８/２（木）
11：00～17：30

Ｗ－414

実力テスト３回目、本試験問題演習
【マネジメント系】

17 本試験問題演習 【全分野】

18 ８/３（金）
11：00～17：30

Ｗ－414

模擬試験

19 模擬試験解説

20
８/４（土）
14：45～17：30

Ｗ－414
総まとめ講義

ＩＴパスポート試験　８月５日（日）

※講義は１回150分

ガイダンス ４月19日（木）　12：30～13：00　Ｅ－101教室

申込期間 ４月２日（月）～４月24日（火）

合格体験記
授業の復習と問題演習が合格への近道

経済学科４年　手塚　蘭

ＩＴパスポートは就職活動に役立つと聞き、受講しまし
た。この資格はＩＴの基礎的な知識だけでなく、マネジメ
ントや企業経営など幅広く学ぶことができます。パソコン

が必需品となった昨今、ＩＴについての知識を得て、社会
に出た際に役立たせたいと思いました。

私はＩＴ分野の知識がなかったため覚えることが多くて
大変でしたが、講師のわかりやすい説明のおかげで理解す
ることができました。試験１週間前になっても点数が伸び

悩んでいましたが、授業の復習と過去問を繰り返し解くこ
とで点数を挙げることができました。

ＩＴパスポート

試験情報 ＩＴパスポート試験（国家試験）

CBT（Computer Based Testing）方式で実施します。

※試験の詳細については下記のHPを参照。

　https://www3.jitec.ipa.go.jp/JitesCbt/index.html

●試験日：

　・会場

随時試験を実施しており、都合の良い

試験日時・会場を選択。

※会場の詳細は下記HPを参照。

　https://www3.jitec.ipa.go.jp/JitesCbt/ht
●申　込：①講座受講生のみ講座内で申込手続（８/ ５試験）

②受講生以外は個人申込（インターネット）
●受験料：5,700円（税込）
●主　催：情報処理推進機構（ＩＴパスポート試験コールセンター）

03-6204-2098　http://www.ipa.go.jp/

講座内で
申込

　カリキュラム

期　　間 ４月25日～８月４日　水曜日
（８/ ２以降は下記参照）
全20回

時　　間 15：00～17：45
５月９日　　　15：00～18：45
８月１～３日　11：00～17：30
８月４日　　　14：45～17：30

教　　室 Ｗ－310教室（８月１～４日　Ｗ－414教室）

受　講　料 34,700円
（教材代6,000円、本試験受験料5,700円込）

※指定された日に受験しない場合も受験料の返還
はできません

対　　象 全学年

講　　師 ＴＡＣ講師

定　　員 50人

使用教材 初回の講義で配付します

　受講のメリット

・合格者（経済学部生）は「コンピュータ入門ａ・ｂ」
（４単位）に認定（申請が必要）

・本試験同様の模試を実施（申込不要・費用込）
・フォローアップ用ＤＶＤ貸出可

◆役立つ職種
　ＩＴ関連企業はもとより幅広い企業で活用できます。
　採用活動（エントリーシート）や内定者教育に導入

している企業も多数あります。


